第２２章　衛生
病院、病床の概況
　昭和49年末の府下の医療施設総数は9,246施設で、前年にくらべて245施設の増加である。また､種類別にみると、病院総数は454施設をかぞえ、そのうち一般病院が405施設（89.2パーセント）で大半を占め、ついで精神病院41施設（9.0パーセント）、結核療養所８施設となっている。なお、人口10万対病院数は5.5、一般病院で4.9、1施設あたりの人口は、病院総数で約１万８千人、一般病院で約２万人である。
　一方、一般診療所総数は6,088施設で、前年にくらべて161施設（2.7パーセント）の増加、人口10万対一般診療所数は74.4で、１診療所あたり人口は1,344人である。また、歯科診療所総数は2,704施設で前年にくらべて72施設（2.7パーセント）の増加、人口10万対歯科診療所数は33.0施設で、１診療所あたり人口は3,027人である。
　全施設の病床数は８万4,112床で、前年にくらべて2,280床（2.8パーセント）の増加である。人口10万対の病床数は1,028で全病床数のうち、89.5パーセントが病院､10.5パーセントが一般診療所の病床である。また、施設の種類別に病床数をみると、一般診療所の病床を含めた一般病床が69.5パーセントで最も多く、ついで精神病床が19.7パーセント、結核病床が9.8 パーセントの割合を占めている。
　在院患者数は年間延2,157万人で、１日平均５万９千人、これを人口10万対でみると722人で、府民139人のうちから１人の入院患者を出していることになる。これを病床の種類別でみると、精神病床608万人、結核病床223万人、伝染病床１万人、一般病床1,324万人で、一般病床を利用した患者が61.4パーセントを占め、ついで精神病床28.2パーセント、結核病床10.4パーセントとなっている。なお、新入院患者数は44万２千人、その１日平均では1,212人、外来患者延数は2,924万７千人で、１日あたり８万人となり、府民102人につき１人の割合で毎日病院外来で診療を受けていることになる。
医師等の数
　昭和49年末の医師総数は9,979人で前年末にくらべて94人（1.0パーセント）の増加となり、医師１人あたりの人口は820人（前年末819人）である。また人口10万対医師数は昭和33年の147.0を最高に低下の一途をたどり、昭和43年は最低の119.3となったが昭和49年末には121.9と少し上昇した。一方歯科医師数は3,178人で人口10万対医師数は38.8で前年の38.3にくらべてわずかに上回った。薬剤師数は8,305人で前年末より388人（4.9パーセント）増加し、人口10万対薬剤師数は101.5 （前年98.1）となった。
死亡の概況
　昭和49年中の本府の死亡数は４万1,676人、12分37秒に１人亡くなったことになる。人口千対の死亡率は5.1で全国（6.5）でも低い方である。
　主要死因別の順位をみると、トップは悪性新生物、つぎに脳血管疾患、心疾患、不慮の事故、老衰と続き、昭和27年まで長くトップを占めていた結核は10位にまで下がっている。
　また死亡率を府下市郡別にみると豊能郡7.6、泉南郡6.5、岸和田市6.3と高く、反対に門真市3.3、四条畷市3.4、交野市3.4と低率である。
伝染病患者の概況
　昭和49年中の府下における伝染病発生届出総数は1万５千人で、10年前（昭和37年）の６分の１となった。その内訳をみると、法定伝染病215人、指定伝染病該当なし、届出伝染病933人、性病1,509人、結核1万2,646人、らい病３人となっている。
児童、生徒の体格
昭和49年度における府下の生徒、児童、幼児の体格について、男女とも13歳を例にとってみると、身長は男子156.2センチメートル、女子153.3センチメートル、体重は男子45.7キログラム、女子45.8キログラムで10年前にくらべて、身長は男子で3.3 センチメートル、女子で2.4センチメートル、体重は男子2.9キログラム、女子2.8キログラムとそれぞれ伸びている。
公害の概況
　広域化、多様化の方向をたどる環境汚染に対し、本府では大気汚染、水質汚濁、騒音・振動、地盤沈下、土壌汚染、産業廃棄物などの分野ごとに発生源の調査、監視、規制および公害防止に必要な公共施設の整備、公害防止施設に対する融資、補助さらには被害の救済に至るまで幅広い対策がとられている。なお、昭和49年度の本府および市町村に寄せられた公害苦情件数は6,868件で、そのうち騒音が全体の32.7パーセントとトップ、つづいて大気汚染31.9パーセントとなっている。
